
 

 

 

 

＜主催＞ まねびとネット 

＜共催＞ たいしゃ駅交流ネットワーク 
〒699-0751 

島根県出雲市大社町杵築西 2695-1 稲根方 

申込方法、まれびとの詳細については裏面をご覧ください。 

◆まねびとネットは、地域づくりに取り組む人たちとの交流、連携を図

ることによって、地域の歴史・文化や特性を活かしつつも、既存の枠に

とらわれることなく、新たな地域づくりのスタイルを創出していくため

に、県内外への「出前サロン」等の事業を行っている団体です。 

大社門前町は、平成の大遷宮効果で、          今なお多くの観光客で賑わっていますが、

今から１０年前は、表参道である「神門通り」は、歩く人もほとんどなく、空き店舗、空き家が目立って

いました。しかし、ここ数年で官民協働により参道は大きく様変わりしました。 

折しも本年は、国鉄大社駅が開業してできた参道が「神門通り」と命名され、また神門通りの大鳥居が

完成し、１００年目を迎えることになりました。 

この節目の年にこれまでの１００年を振り返り、今後の１００年先を見据えた大社観光と地域づくりに

ついて考えていきます。 

 

「持続可能な観光」と観光まちづくり 

～１００年先を見据えて考える～ 

鬨（と き） 平成 27 年１０月３１日(土) 15:00 ～ 18:00 

処（ところ） 旧大社駅（出雲市大社町北荒木 441-3） 木戸銭:五百縁 (500 円) 

＜15:00～15:20＞ 「神門通り１００年紙芝居」：古代出雲歴史博物館アテンダント 

＜15:30～16:30＞ 基調講演 講師：永瀬節治氏 

＜16:45～18:00＞ パネルディスカッション ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ：永瀬節治氏、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：高峰博保氏 

         ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：森山 昌幸氏（株式会社バイタルリード社長） 

鈴木佑里子氏（おくいずも女子旅つくる！委員会代表） 

奥村 美香氏（出雲神話語り部の会ガイド） 

永 瀬 節 治 さん（和歌山大学観光学部准教授） 

 

高 峰 博 保 さん（地域づくりアドバイザー） 

まれびと 

 



 

一般的には旧暦の十月を全国の神様が出雲の国に集まられ留守になられることか

ら「神無月」といいますが、一方、出雲では「神在月」と呼び、一年のおはかりごとを

されます。この時に合わせ、全国の地域づくりに関心のある人たち(まれびと)が集

い、これからの地域づくりについて語り合います。異なる視点を有した人と出会

い、ネットワークを広げ、新たな活動へのきっかけやヒントをみつけましょう。 

 
 

 

 
 

永瀬 節治 氏 プロフィール  （和歌山大学 HP より） 

参加を希望される方は、①氏名（ふりがな）②住所 

③所属団体等④電話番号⑤E-Mail⑥まれびとへのメ

ッセージを記載のうえ、E-mail 、FAX、郵送等でお 

知らせください。 
（FAX・郵送される場合は、参加申込書をご利用ください） 

※ 個人情報は本事業の目的以外には使用しません。 
※ 今後の交流促進のため、①②(市町村名のみ)③の項目を当

日の参加者名簿に記載させていただきます。 
ご都合の悪い方はその旨をお知らせください。 

申込方法 

＜主催・お問い合わせ・申込先＞ 

まねびとネット 
〒699-0751島根県出雲市大社町杵築西 2695-1稲根方 

T E L：090-8247-7866（稲根） 

FAX：0853-53-2206 

E-mail：inane-0115@kym.biglobe.ne.jp 

神 在 月 サ ミ ッ ト 2 0 1 ５ 参 加 申 込 書 

ふりがな  
所属団体等  

氏  名  

住  所  電話番号  

E - mail  

まれびとへの 

メッセージ 
 

 

【研究紹介】研究テーマ：地域固有の空間・歴史・生活文化に根ざしたまちづくりに関する研究  

内容：地域に応じて多様な空間、景観、歴史、生業や生活文化を把握しながら、それらの地域資

源の活用、さらに生活と観光が共存・融合した持続可能なまちづくり・地域づくりのあり方を探

求しています。キーワード：都市計画、都市デザイン、まちづくり、歴史的環境、景観・町並み、

地域形成史、地域資源、生活と観光  

【取得学位】博士（工学） 東京大学 都市工学  

【所属学会】日本建築学会、日本都市計画学会、日本造園学会，日本不動産学会、観光学術学会  

【略歴（研究職歴）】 

2009- 2010   東京大学先端科学技術研究センター 特任研究員（都市保全システム分野） 

2010- 2012   東京大学先端科学技術研究センター 助教（都市保全システム分野）  

【主な授業科目】地域づくり概論、景観まちなみ保全論、観光空間設計論、観光まちづくり特論

（大学院）、観光フィールドワーク特論（大学院）  

【セールスポイント】地域の現場での実践と学術研究とが互いに補完しあう取り組みをめざす。 

永瀬 節治（ながせ・せつじ） 

（株）ぶなの森 代表取締役。 昭和 30（1955）年 富山市生まれ。昭和 53 年 中央大学法

学部卒業。 昭和 57 年 （株）日本リクルートセンター北陸営業所勤務。昭和 60 年 フードピ

ア金沢開催委員会設立と同時に事務局に参加。昭和 62 年（株）クリエイティブ・グルーヴィ

に移る。平成 22 年 10 月（株）ぶなの森を設立。企業の経営戦略立案、ショップ開発、商品

開発等に携わる一方、自治体の長期計画立案やグリーンツーリズム構想、TMO 構想の立案、

エコツーリズムやヘルスツーリズムの研究会の企画実施等も手掛ける。アグリファンド石川『味

人（あじびと）めぐり』、石川県商工会連合会『美味しい石川』、八尾町商工会『八尾風便り』、

城端町商工会『城端織物語』、能登町商工会『いしり物語』、能登ネットワーク『能登人（のと

びと）』、石川県味噌工業協同組合『加賀味噌百年計画』などを企画制作。委員等に、富山県商

工会連合会「エキスパート」、石川県商工会連合会「エキスパート」、石川県「商業活性化審議

委員会委員」「能登の魅力創出事業審査委員会審査委員」、石川県市町村職員研修所講師、東北

電力「まちづくり元気塾」パートナーなど。日本エコツーリズム協会理事、日本ヘルスツーリ 

ズム振興機構会員、スローライフ学会会員。「神在月サミット」 

には、初回からコーディネーター等で参加。 

高峰 博保 氏 プロフィール 

 旧暦の十月、出雲の国では全国の神々が集まられることから「神在月」といいます。そして、八百万の
神々は、来年の様々な「ご縁」を図られます。 
 出雲固有の「神在月」。地域づくりに関わっている、私たち人間も年に一度集い（縁を結ぶ）、未来の地
域について考えようと、平成 19 年から毎年「神在月サミット」を開催しています。 
 異なる視点や価値観を持つ異色な人（まれびと）と議論し、新たな発想、アイディアを一緒に考えたい
と思います。 出雲へ、まれびととして、まれびとに会いに来ませんか。 

神在月サミットとは 

 

高峰 博保（たかみね・ひろやす） 


